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嶋津 格 
 
 
今回の招聘は、研究の内容自体もだが、動物（保護）法を推進している米国のロースクール
に所属する一線の学者たち（H&F）が、日本の学生など一般の聴衆にたいして動物法の意義をど
のように説明し、様々な質問にどう答えるか、という議論の仕方を見てみたい、という関心が
強かった。この点は、以下の４回の機会で十分に試すことができたと考える。嶋津は、すべて
の機会に主に翻訳に携わったこともあり、米国の法学教育を担当する研究者の議論の能力の高
さ、それも相手にあわせて決して悪印象を与えないように説得的に自分の立場を説明する能力
を身近で体験することができ、学ぶものが大きかった。 
・14 日（土）日本法哲学会のワークショップ（別紙参照）：今回同学会での英語によるワー
クショップは本件だけであった（日本語はなし。ただし、２つのペーパーには和訳も準備した）。
法哲学者たちの参加は 50名程度。質問はその場で以上に、後の懇親会の時に多かった。 
・16 日（月）午後、一橋大学佐野書院にて：あらかじめ学部学生たちから出させた英語の質
問を青木教授がまとめて文書にし、それらに H&F が答えた。青木教授が日本語による解説も一
部加える（出席者は 20名ほど）。 
・17 日（火）千葉大学の学部授業（1 限）：あらかじめ主に日本語で出させた質問（両者で
70 通ほど）の主要なものを英訳しておき、それらに H&F が答えた。ただし長文の質問を英文で
出した学生もいた。当日は嶋津が継時的通訳を行った。学生たちの反応はかなりよく、関心を
もったようであった（出席者は 50名ほど）。 
・同日午後、千葉大学でのシンポジウム：H&F に加えて、千葉大学バイオメディカル研究セン
ター所属で千葉大学動物実験委員会副委員長の幡野雅彦教授も、動物実験について報告された。
自然科学者を加えた討論は法学関係者のみのものとは異なっており、興味深かった（出席者は
15 名ほど）。簡単な継時的通訳を行う。 
18 日は千葉大学の院生である古澤美映（H 教授のペーパーを翻訳、14 日・17 日午後の討論者）
が動物法に関して博士論文を書く予定であり、それについて H&F 教授の示唆に富むアドヴァイ
スをいただいた。 
動物（保護）法はすでに現実のものだがその理論的基礎については様々な論争があり、その
一端が理解できた。H 教授のペーパーは実験用動物に関するもの、F 教授のペーパーは食肉用の
家畜に関するものであり、ペットなどとは異なって、どちらも人間の利益と正面から対立する
可能性の高い困難な分野を扱っている。米国での動物関連立法は州による差が大きいが、1990
年代以降急速に増大している。しかし一部の動物に対する法適用の除外規定が多くあるなど、
多様な法律があると同時に一貫性を欠いている側面も強い。現在の盛んな立法活動が今後どの
方向に向かうのか、法的世界における動物の地位がどのように変化してゆくのか、それともゆ
かないのか、など法哲学的な視点からも、大いに刺激を受けたプロジェクトであったと考える。 
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